
『 人の値うち 』 
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 何時
い つ

かもんぺを履いて バスに乗ったら隣座席の人は おばはんと呼んだ。 

戦時中はよく履いたこの活動的なものをどうやらこの人は年寄りの着物と思 

っているらしい。 

よそ行きの着物に羽織を着て汽車に乗ったら人は私を奥さんと呼んだ。 

どうやら人の値うちは着物で決まるらしい。 

講演がある。何々大学の先生だと言えば内容が悪くとも人びとは耳をすませ 

て聴き良かったと言う。どうやら人の値うちは肩書きで決まるらしい。 

名も無い人の講演には人びとはそわそわとして帰りを急ぐ。 

どうやら人の値うちは学歴で決まるらしい。 

立派な家の娘さんが部落にお嫁に来る。 でも生まれた子どもはやっぱり部落だと言われ

る。どうやら人の値うちは生まれた所によって決まるらしい。 

人びとはいつの日このあやまちに気づくであろうか。 

 

この詩は、差別解消を訴え続け96歳で亡くなった、人権の詩人といわれた「江口いと」

さんが、自身の体験をもとに書いた詩です。江口いとさんは、愛媛県で生まれ育ち、二十

五歳で結婚。二児の母親となってすぐに、夫を戦争で亡くします。その後、苦労しながら

二人の子どもを育て上げます。被差別部落出身という理由で、息子、孫の三代にわたって

差別されました。差別のない社会が一日も早く訪れることを願いながら、生涯をかけて短

歌や詩を読み、40年間に3千回もの講演をするなど差別と闘ってきた人です。 

  この詩は私たちに、『先入観や誤解は「偏見」を生み、「偏見」からは「差別」が生まれ

る』と教えてくれます。偏見をなくすために、まず正しく知ること、そして相手の気持ち

を考え、痛みを感じる感性をもつことが必要です。 

 とかく私たちは、外見や第一印象などで「嫌なやつ」

等と決めつけてしまうことがあります。でも、その決め

つけが、相手を傷つけることになる恐れがあることを自

覚しなければなりません。 

 新井中学校は人権意識を高め、いじめや差別等の問題

を未然に防ぎ、お互いの関係性の向上を目指して「いじ

め見逃しゼロスクール」運動（11/9～12/21）に取り

組んでいます。家庭や地域においても、身近な様々な差

別や偏見（＊１）について話題にしながら、人権意識を高め 【いじめ見逃しゼロスクール運動の様子】 

てほしいと願っています。 
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※１ 新潟県は人権教育・啓発推進基本指針において「女性」「子ども」「高齢者」「障害者」「同和問題」「外国人」

「感染症患者等」「新潟水俣病被害者」「北朝鮮による拉致被害者」「犯罪被害者とその家族」「刑を終えて出所

した人等」「インターネットによる人権侵害」「性的指向・性自認」の１３の身近な人権課題を挙げています。 
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 10 月 29 日（木）に妙高市文化会館で実施しました。当日は１家族 1 名の入場制限、検

温、座席の消毒等、新型コロナウイルス感染防止対策に御協力いただきありがとうござい

ました。ホールに響く歌声は、生徒たちの合唱への思いをのせて、聴衆の心に届きました。

多くの皆さんから「素晴らしい。感動した。」との声をいただきました。審査員の先生方も、

全てのクラスの合唱に感心され、賞をつけるのに苦労されたようです。 

 金賞受賞クラスの指揮者の皆さん、実行委員長からの感想です。 
 

1 年 3組 指揮者 Ｏさん 

「昼休みや放課後の時間を使うなどして、音 

合わせを積み重ねました。クラス皆で頑張っ 

たお陰で金賞を取ることができ、とても嬉し 

いです。」 
 

 2 年 1組 指揮者 Ｍさん 

「みんなで一丸となった音楽祭で金賞を取れ 

たのはとても嬉しかったです。昨年の経験を 

生かし、私についてきてくれたクラスのみん 

なへありがとうの気持ちでいっぱいです。」 
 

 3 年 2組 指揮者 Ｈさん 

「私たちが金賞を取ることができたのは、ク 

ラスの強い絆があったからだと思います。練 

習中や今までの活動で培ってきた絆のお陰で 

本番に全力で歌うことができたと思います。 

最後の音楽祭で金賞を取ることができたのが 

とても嬉しかったです。」 

 

音楽祭実行委員長 3 年 5組 Ｇさん 

「今年は、コロナウイルスの影響で優先期間が短くまた、練習では隣の友人との距離を 

１ｍ開けるというような制限がかかりました。しかし、当日は各クラスの個性溢れる合 

唱が、文化ホールいっぱいに響いて、最高の音楽祭になりました。」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽祭 ～素敵な歌声がホールに響き渡りました～ 

1 年生 金賞 1年 3組 「旅立ちの時」 

２年生 金賞 ２年１組 「ヒカリ」 

３年生 金賞 ３年２組 「結」 

金融教育に取り組んでいます 

 

社会科の授業を中心に、自分の生活と金融（お金）の

関係について学んでいます。11／25（水）に講師を招き、

3 年生を対象として、生命保険・個人年金の選び方につ

いて学習しました。 

「生命保険・個人年金」って何？「2050 年には 53 万

人の方が 100 歳を越えるんですよ」、「今後は、健康寿命

を延ばす生活が大切になってきますよ」などを教えてい

ただきました。 

次回は、12／4（金）に第 2 弾として、自動車メーカー

から講師をお招きし、「25 歳の自分にあったマイカーの

選び方」について考えていきます。 

 



 
 

 １１月９日（月）生徒朝会で、今年度の「いじめ 

見逃しゼロスクール集会へ向けた取組」について、 

総務委員から説明がありました。 

生徒会長Ｋさんのこの取組への思いです。 

「このいじめ見逃しゼロスクール集会を進める中

で、私は改めて人権について考え直す機会となりまし

た。私は人権とは 1 人が１つ必ず持っているもう 1 つ

の命であるという解釈をしました。命は当然守られな

ければならず、決して他人に侵害されてはなりません。  「ミニ班会議での発表の様子」 

人権も同じだと思います。もっと私達は人権について 

考えて行動しなければならないと思います。」 

下記の取組を通じて、いじめを許さない意識の醸成を図っていきます。 
 

【取組内容】 

①１１／ ９（月）…「いじめ見逃しゼロスクール集会」についての説明 

②１１／１３（金）…いじめに関するアンケートの実施 

③１１／１９（木）…「ミニ班会議」実施 

            内容…○友達のＳＯＳには、どんなものがある？ 

               ○ＳＯＳに気付くためにはどんな関係が必要？ 

④１１／２６（木）５・６限…「いじめ見逃しゼロスクール集会」（１体で実施） 

               ○スクールロイヤーによる講演会 

               ○全校生徒での話し合い活動 
 

 11 月は「人権強調月間」です。日頃から人の気持ちを傷つけるような言動をしな 

い、させない指導を行っています。特にズボン下ろしは、「人権侵害」にあたるため、 

例え、ふざけあっていても人のズボンを下げる、または下げようとする行為は絶対 

に許されません。ズボン下ろしは重大ないじめとして指導を行います。ご家庭でも 

話題に出していただき、話し合ってほしいと思います。どうぞよろしくお願いします。 
 

 

 

SDGs とは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称です。 

2015 年 9 月 25 日、ニューヨークで開催された国連サミットにおいて、貧困、不平等・格

差、気候変動のない持続可能な世界の実現に向けて、2030 年までに世界を変革するための

取組を行うことが、国連加盟国 193 ヶ国の全会一致で採択されました。 

新井中学校でも、10 年後の 2030 年に社会の主役となっている生徒たちに必要な視点で

あり力であると考え、２年生を中心に SDGｓの学習を始めました。 

「誰一人取り残さない」を実現するための 17 のゴール(目)と 169 のターゲット(指標)に 

ついて学び、｢節電・節水」、｢給食 

残食ゼロ」、｢レジ袋いりません｣な 

ど、身近なところから実践に移して 

います。 

また、ワークショップを体験した 

り、妙高市企画総務課の方から話を 

お聞きして学習を進めています。 

Ｒ２ いじめ見逃しゼロスクール集会へ向けた生徒会の取組 

 2 年生 SDGs 学習を進めています 



 

 

11 月 13 日（金）進路説明会を実施し、下記の内容について説明しました。内容を踏ま

えて、生徒たちは「受験計画」を作成しました。進路説明会が終わった後、生徒からは「一

気に受験一色になった感じだなあ…」などの声が聞こえてきました。 

これを機会に自分の進路について改めて見直し、12 月 15 日（火）からの三者面談に備え

てほしいと思います。「受験は団体戦」です。学級、学年そして学校全体でこの受験を乗り

切れるように取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中倉茂樹さんは、徳島県人権エンタメ集団「有輝」

リーダーであり、自らの経験と戦いに基づき、たく

さん方に「同和問題学習はすべての人間が幸せにな

るための勉強である」ことを伝えるために、全国各

地で講演会を精力的に行っています。 

11 月 12 日（木）に当校でも「ぬくもりを感じて」

と題して講演会が行われました。ユーモアを交えな

がら、人権に関する確固たる思いを熱く語ってくだ

さいました。生徒たちは「人はどうして差別するの

か」「いじめはなぜ起きるのか」「自分自身はどうか」

など、中倉さんの語るひとつひとつの言葉から、その答えを探すかのように聞き入ってい

ました。約 80 分の時間でしたが、生徒の心の中には大きな変化があったようです。 
 

＜生徒の感想より＞ 
〇中倉さんは「人はみんな汚い部分がある」とおっしゃっていました。私は自分の良心に

従い、自分の目でものを見、自分の心で感じることができる人間になりたいと思います。

そして、自分にとっての「幸せ」をつかめるように努力していきたいです。 

〇今までの人権学習で「差別はいけない、なくしたい」「差別を注意する」と口では簡単に

言っていたけれど、中倉さんの話を聞いて、心の中の差別心や差別を深く考えずにいた

自分を見つけることができました。 

〇「親の幸せは子が幸せになること」という言葉を聞いて、私は今を全力で生き、大人に

なったら恩返しがしたいと思いました。部落差別などを今日はよく学べました。これか

らの時代、こういった差別が消えていくと良いです。今日された話は家に帰っていろん

な人に広めていきたいです。 

中倉茂樹さん講演会 

3 年生進路説明会開催 

【公立高校】 

1 新潟県立高等学校入学者選抜基本方針 

2 公立特色化選抜 

3 公立一般選抜 

4 欠員補充のための２次募集 

【私立高校】 

1 受験の種類 

 推薦、スポーツ推薦、専願スポーツ 

専願、併願 

2 進路事務に関するお願い 



 

日 曜 行事予定 授業 給食 部活 バス

1 火 立会演説会リハ ６限 ○ ○ 16時台、17時台

2 水 立会演説会 ６限 ○ ○ 16時台、17時台

3 木 役員選挙投票日 ６限 ○ ○ 16時台、17時台

4 金 決選投票日 ６限 ○ ○ 16時台、17時台

5 土 アンサンブルコンテスト県大会

6 日

7 月 職員会議（４限）　　後援会理事会 ４限 ○ なし １３時台

8 火 清流 ６限 ○ ○ 16時台、17時台

9 水 ６限 ○ ○ 16時台、17時台

10 木 ６限 ○ ○ 16時台、17時台

11 金 ６限 ○ ○ 16時台、17時台

12 土

13 日 アンサンブルコンテスト代表選考会

14 月 ５限 ○ なし １５時台

15 火 期末面談①（１・２年生）　　三者面談①（3年生） ４限 ○ ○ １３時台、１６時台

16 水 期末面談②（１・２年生）　　三者面談②（3年生） ４限 ○ ○ １３時台、１６時台

17 木 期末面談③（１・２年生）　　三者面談③（3年生） ４限 ○ ○ １３時台、１６時台

18 金 期末面談④（１・２年生）　　三者面談④（3年生） ４限 ○ ○ １３時台、１６時台

19 土

20 日

21 月 生徒朝会 ５限 ○ なし １５時台

22 火 ６限 ○ ○ 16時台、17時台

23 水 ６限 ○ ○ 16時台、17時台

24 木 ６限 ○ ○ 16時台、17時台

25 金 ２学期終業式 ４限 ○ なし １３時台

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

令和2年度　妙高市立新井中学校　12月予定表

※ 行事・部活動実施については、11／27（金）現在のものです。今後の 

状況によっては、予定が変更になる場合があります。変更のある場合に 

は学年たより等を通じて連絡させていただきます。 


